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いいね！雪景色の岡寺観音　photo by S,A     

 

　　　　　

「伊勢よし二見の浦の初日出」宗旦四天王の一人,杉木普斎（1628～1706）の茶杓の銘にもある「二見浦　ふたみがうら」のご紹介です
二見浦は平安末期の歌人、西行法師がこよなく愛し、庵をかまえ過ごしたとされています。
その歌碑には「浪越すと二見の松の見えつるは梢にかかる霞なりけり」とあり、又神宮近くの西行谷・禅宗の寺「神照寺
（現在廃寺）」にも過ごしたとも伝わっています。神宮参拝の時に詠んだとされる「何事のおわしますをば知らねども
かたじけなさに涙こぼるる」は自然の中に神々を感じた歌として有名です。
江戸時代末期には歌川広重の錦絵に描かれるようになり、お伊勢参りの途中ここ二見浦で身を清める習わしを見る
ことができる。近年夫婦岩は軸・茶碗にも描かれ、楽家12代弘入は二見浦絵茶碗を作陶している。

積應　立雛画賛
　桃花笑春風　

￥21,200￥40,300 ￥37,800

￥26,400

￥20,000

紹尚　貝雛画賛
　千歳春
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二見興玉神社
の福升

福本未来　色絵桃茶碗楽山　雪洞水指

山本閑人　御迦犬茶碗

田中方円　仁清写立雛茶碗

￥6,000

庄兵衛　モール早蕨蓋置

喜泉　青磁桃香合

￥9,000

￥18,200

二見浦版画横物　
桐箱入 ￥10,000

￥53,000

紹尚　福寿草画賛横物
　春風生福寿　

￥39,000

　小堀亮敬　
一行　柳緑花紅

　

大徳寺孤峰庵

今年の初午大祭・・2/29～3/2

初午(宵ノ宮)


